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遠隔授業の方がよい理由回答数
（３）遠隔授業の方がよい（評価「２」、「１」）と答えた学生の記述
　遠隔授業の方がよい理由と
して、「感染対策」が１３と最
も多く、次いで「学習環境」
（１１）、時間（９）、場所（８）
であった。「感染対策」にお
いては、電車等の通学時、人
の多い場所で過ごす時間等へ
の不安感が記されていた。感
染への不安感に関しては家族
が心配していることに関する
記述もみられる。「学習環境」
では一人の時間で集中できる
ことや静かな環境で落ち着い
てできること、「時間」では自分のペースで勉強できること、「場所」では通学に関わ
ること等が述べられており、これまで述べてきた遠隔授業のメリット・対面授業のデ
メリットとも共通している。
Ⅳ．結びにかえて
　本稿は、授業方法に関する大きな転換期をむかえた今年度の状況において、遠隔授
業と対面授業を経験した学生の実態について報告をしたものである。長期間の遠隔授
業に対する不安感はもちろんであるが、これまで当たり前に行っていた対面授業時に
対する要望や不満が少なからず露呈したものと思われる。
　結果としては、遠隔授業期間中の遠隔授業に感じるメリットが３０３、デメリットが
３００であり、ほぼ同数の意見がみられたことに対して、対面授業に感じるメリットが
２３８、デメリットが１９４と少なからず差が出ている。そして、デメリットが多く挙げら
れながらも、対面授業を要望する声が多く上がっている。理由としては、対面授業の
メリットとして、即時的に質問や相談ができるという回答が多くみられ、それは同時
に遠隔授業に対する不満としても浮かび上がっていた。Google	Classroomには受講
者と連絡を取り合う機能があるものの、通知の有無等から即時的な対応に向いていな
い一面もあった。本学では、教職員、学生の全員に本学アカウントのGmailのアドレ
スを配布しており、学内の連絡で既に多く用いられてきていること等を踏まえると解
決の手立てはあると考えられ、早急に対策を講じる必要があるだろう。この点につい
て、文章での説明だけでは不足する部分があるという回答があることに関しては、教
員の資料作成に対する指摘ともとれる課題である。さらに、コミュニケーションに関
する記述では、友人と会えることそのものや友人と会うことでモチベーションが上が
るといったような回答がみられた。これは大学という場が、グループワーク等の演習
や実習等の実践場面を想定する等の学びの場に留まらないことを示している。
　そして、遠隔授業に対して、学生はそのやり方に順応してきており、さらには世の
中の状況から遠隔もやむなしという思いからか決して否定的な意見ばかりではなかっ
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た。加えて、遠隔授業に関して意見共有ができることに対する評価が高いことからは、
教員側の工夫する態度が感じられる。教員としても初めての連続ではありながら、遠
隔授業に対して学生から一定程度の満足を得られていること、そして遠隔授業と比べ
た際の対面授業に高い評価を得られたことは、教員にとって従来の授業方法を見つめ
直さざるを得ないことが功を奏したとも考えられ、継続的な取り組みが必要であろ
う。しかしながら、郵送等の対応をとってはきたものの、プリンターの使用状況に関
して多くの声が上がっていることから、授業内容や方法に関する教職員の共通認識に
向けた取り組みはもちろんのこと機器の支援の視点からの検討も行う必要があると考
えられる。
　一方で、学生が求めている意見共有や質問・相談の即時的な対応にも疑問が残る。
それは、遠隔授業のメリットとして自学習への意識が出てきているといった記述が複
数みられたこととも関係している。不明な点に対してすぐに質問できる良さ、それが
主体的に自ら学びを進めていく力の育成と一致しているのか、この辺りは子ども学科
の求める「子どもと歩む保育者」つまりは学び続ける人材の養成にとっても重要な視
点である。
　現在叫ばれている保育の質の向上に関する取り組みは、就職後の各園による研修の
みならず保育者養成の段階においても視野に入れるべきこととして受け止められてい
る。現在の状況は保育者にとっても前例のない不測の事態である。そうした中、文部
科学省からは、２０２０年５月１３日に「新型コロナウイルス感染症への対応のための幼稚
園等の取組事例集」が、９月７日には「幼稚園等再開後の取組事例集」が公表されて
おり、様々な園がアイディアを出しながら保育を継続している姿勢がみてとれる。保
育者養成課程の特に２年生にとっては、現在授業を受ける立場でありながら、次の年
度の４月には新たな取り組みに対して積極的に行動していかなければならない事態に
直面する。こうした意識をいかに持たせるか。この授業に関しては現在進行中である。
　今回の調査ではあくまで学生側の視点からの記述である。教員側の視点としては、
遠隔授業によってＧＰＡ等を参考に成績がどのように変化したのか、あるいはディプ
ロマ・ポリシーの達成度はいかなるものであったのかといった、学生の学びの達成度
と授業形態の関係性等を実態に照らし合わせながら述べていく必要がある。加えて、
対面授業との比較を行ったものの、数回の遠隔授業との比較でありかつ対面授業経験
後の遠隔授業に対する調査を行えたわけではない。冒頭で述べたように、今回の調査
に関しては継続的に取り組んでいく必要があり、この辺りを今後の課題としたい。
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